
愛知県内で本場の手打ちうどん食べられる、人気急上昇中のお店・・・

名電機製作所の社員が、ここだっ!!と思う東海エリアの旨いモン情報を本コラム内でご紹介いたしま
す。第五回目となる今回の旨いモン情報も私：山下がとっておきを紹介させていただきます。今回ご紹
介するお店は、地下鉄中村区役所駅のそばにある、手打ちうどんのお店“かとう”になります。ここの店
主は私の友人なのですが、うどんの本場香川県で、4年間修行を積んできており本場の味が楽しめる
お店です。かとうのうどんの特徴は一本一本が長く、コシが強いことで、とても食べ応えがあります。ま
たかしわ天も店主オススメだけあって衣はサクサク、お肉はジューシーで味付けもよく絶品です。季節
によってうどんや出汁の材料を変えるなどのこだわりも見せています。ぜひ一度食べてみてください。

〒 ４５３－０８１１ 愛知県名古屋市中村区太閤通３-２６ ＴＥＬ：０５２-４８５-９０５８

東海エリアの旨いモン情報 名電機製作所がお送りする 名電グルメナビ コラム
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ファクトリーオートメーションを支える コストダウン情報

「制御設計 技術ニュース」はお取引様、弊社担当員とお取引のある会社の各ご担当者様、名刺交換された方へ配布・送信しています。
不用の方はお手数ですが下記にご記入の上、ＦＡＸ： 052-331-6454 まで、ご返信下さい。ご迷惑おかけして申し訳ありません。
理由： □不用 □本人不在 □その他（ ） FAX番号（ ）

是 非 、 ご 担 当 者 間 で ご 回 覧 下 さ い

現在、制御盤に使われている盤内照明は一般的に蛍光灯が使われています。今回は盤内照明を蛍光灯からLED照明に変更することで

ランニングコストの低減＆作業効率アップによるコストダウンを提案させていただきます。LED照明（PATLITE社製のものを使用）を導入する

際、初期のコストを蛍光灯と比較すると約２～３倍高くなります。しかしLEDの寿命は蛍光灯の約１０倍で、蛍光灯が切れた時に必要な、蛍

光灯本体のコストや購入手配・交換工数を省くことができます。また消費電力は蛍光灯の各１/２～１/３なのでランニングコストが低減でき

ます。さらにこのLED照明は、蛍光灯のようにベースを必要とせず、マグネットによる取付もできるので、取り付け場所が多種多様に対応で

きます。普段は盤上部に設置し、盤内作業時は盤側面や底面・扉面に設置することで作業効率が良くなり、工数の低減につながります。

制御盤の盤内照明を蛍光灯からLEDに変更してランニングコスト低減＆作業効率アップによるコストダウン！

「制御設計 技術ニュース」を皆様により有効な情報なるよう、ご意見やご要望等を随時募集
しております。その際には是非、ＴＥＬ：052-321-2561担当：シバヤマまでご連絡下さい。

制御設計．ＣＯＭ制御設計．ＣＯＭ 機械・装置メンテナンス．ＣＯＭ機械・装置メンテナンス．ＣＯＭ

名電機製作所の 技術情報発信

http://www.kikai-souchi-menntenansu.com/http://www.seigyosekkei.com/
検索検索制御設計 機械・装置メンテナンス

ヤフー や グーグル で「制御設計」と検索して下さい！ヤフー や グーグル で「制御設計」と検索して下さい！

コストダウンを実現する 電気設計者のための

「 制 御 設 計 技 術 小 冊 子 」
コストダウンを実現する 保全設計者のための

「 機械メンテナンス 技術小冊子 」

名電機製作所が日
頃の業務の中で発見
するコストダウン情報を
インターネット上で公開
しております。また、サ
イト内において、制御盤
や制御設計に関するコ
ストダウン情報が満載
の技術小冊子を無料
でプレゼントしております。
是非ご請求下さい。

工場に必要不可欠な
機械・装置のメンテナン
スや修理について記載さ
れた保全技術者のため
の技術情報サ イ ト ！
技術小冊子にはオイル
チラーや盤用クーラーか
らＰＬＣなど、生産現場に
なくてはならない機械・装
置のコストダウン知識が
記 載 され て い ます 。

お勧め“かしわ天ぷらうどん”手打ちうどんの名店“かとう”

お店情報

メリット ： 導入時のコストが安い

デメリット： LEDに比べ消費電力多く
寿命が短い。

ベースを取り付けるため
スペースが必要。

＜ 蛍光灯 ＞ ＜ LED照明 ＞

メリット ： 省費電力少なく、
寿命が長い

ねじ取付・マグネット
による取り付けも
できるため取り付け
場所が多様。

デメリット： 導入コストが高い。

第 ５ 号


	sLIDE 1

